
平成27年度 鳥取県道路交通渋滞対策部会

日時：平成 27 年 9 月 30 日(水） 13:30 ～ 15:00

場所：鳥取県庁 第 2 庁舎 4 階 第 32 会議室

会 議 次 第

１．開会

２．議事

１）鳥取県における主要渋滞箇所のモニタリングについて

２）対策箇所の進捗状況報告について

３）その他

３．閉会
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平成27年度

第1回鳥取県道路交通渋滞対策部会

平成27年9月30日(水)

鳥取県道路交通渋滞対策部会
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1.渋滞部会の目的と検討経緯

１



【目 的】 ・鳥取県道路交通渋滞対策部会（以降、渋滞部会）は、鳥取県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、関係
機関が渋滞箇所の渋滞原因や課題、効果的・効率的な渋滞対策を議論することを目的とする。

【検討経緯】 ・平成24年度は、統一的データに基づき、渋滞発生箇所を抽出。道路利用者等の意見を踏まえて、平成25年1月に「地域の主要
渋滞箇所」を選定し、公表。

・平成25年度以降、渋滞部会において、主要渋滞箇所のモニタリング、効率的な渋滞対策について議論を行い、フォローアップ
を実施。

継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施

・最新データによる渋滞状況等のモニタリング
・対策又は検討状況の確認
・効果的、効率的な渋滞対策の議論
・渋滞に係る関係機関の情報共有

鳥取県道路交通渋滞対策部会における議論

※渋滞部会構成員：鳥取県警察本部、鳥取県、西日本高速道路株式会社、
国土交通省中国運輸局、中国地方整備局 等

最新交通データによる渋滞状況の検証

～プローブデータの収集・分析等～

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

～データ精査・現地確認等の実施～

地域・道路利用者の声

鳥取県の主要渋滞箇所の選定
【高速12箇所、一般道45箇所】

○地域の課題を共有することにより議論を促進

○円滑に渋滞対策を立案し、効果的な対策を実施

（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、

道路利用者の参画による対策 等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

２

鳥取県道路交通渋滞対策部会の目的と検討経緯鳥取県道路交通渋滞対策部会の目的と検討経緯

H24年7月及び8月 第1回・第2回渋滞部会

H24年11月～12月 パブリックコメントの実施

・統一的データに基づき、渋滞発生箇所を抽出
・主要渋滞箇所(素案)を選定

・道路利用者の意見を伺い、地域の実感を反映

H24年12月 第3回渋滞部会開催

H25年1月 地域の主要渋滞箇所の公表

【一般道】45箇所(鳥取県内)
【高速】 12箇所(中国地方整備局管内)

渋滞部会の開催(年1回以上)

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度
以
降

主
要
渋
滞
箇
所
の
選
定

◆ これまでの取り組み（検討経緯）◆ 取り組みの流れ



2.主要渋滞箇所のフォローアップ

３



主要渋滞箇所(位置図)及び主要道路の開通状況（県全域）主要渋滞箇所(位置図)及び主要道路の開通状況（県全域）

6

・鳥取県内の主要渋滞箇所（一般道）45箇所の位置及び平成25年度以降に開通した主な路線は下図のとおり。
・主要渋滞箇所に影響を及ぼす可能性のある道路の開通は、東部地区の国道９号鳥取西道路（鳥取ＩＣ～鳥取西ＩＣ間 L=1.8km）及び中部
地区の国道３１３号倉吉道路（倉吉ＩＣ～倉吉西ＩＣ間 L=3.3km）となっている。

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

主な工場等

主な大規模商業施設

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に
広がっており、複数路線に跨り複数
の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下
箇所が連続しており、複数の主要渋
滞箇所を含む区間

鳥取エリア

米子エリア

米子自動車道

鳥取自動車道

島根県

岡山県

広島県

兵庫県

山陰道
平成25年12月21日

L=8.6km開通

駟馳山バイパス
平成26年3月22日

L=7.7km開通

国道180号南部バイパス
平成26年3月15日

L=2.8km開通

倉吉道路
平成25年6月8日
L=3.3km開通

鳥取西道路
平成25年12月14日

L=1.8km開通

県道岩美インター線
平成26年3月22日

L=0.6km開通
(主)鳥取河原用瀬線
平成25年12月14日
平成26年3月18日

L=1.1km開通

県道日野溝口線
平成26年12月6日

L=1.3km開通

鳥取県の主要渋滞箇所（一般道）

主要渋滞箇所数

４５箇所

４

エリア数 区間数（エリア外）
箇所数

（単独渋滞箇所）

２エリア（鳥取、米子） １区間

　・６区間
　・３０箇所　が含まれる

　・２箇所が含まれる
１３箇所



（1）鳥取エリア

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に
広がっており、複数路線に跨り複数
の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下
箇所が連続しており、複数の主要渋
滞箇所を含む区間

◆主要渋滞箇所データ［東部地区］

◆主要渋滞箇所のモニタリング結果［東部地区］

鳥取西IC

※支線数×2（1支線あたり平均2時間の速度低下）時間以上

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜開通箇所＞

事業名・開通時期等

開通区間

・鳥取県東部の主要渋滞箇所25箇所に対するモニタリングの結果は、国道29号国体道路交差点（鳥取市） １箇所が選定基準を下回る結果となり、主要
渋滞箇所特定解除の対象となっている。他の24箇所については、渋滞状況に大きな変化は無い。

・選定基準を下回った国体道路交差点では、渋滞対策（H24交差点改良、H25鳥取西道路開通）による旅行速度の改善が発現しているが、次年度において
基準値を上回る恐れがあるため、2年間の上半期データでモニタリングを行うこととし、次年度（H28渋滞部会）においても基準を下回る場合は、渋滞部会
の合意を得たうえで、特定解除を行いたい。

NN

鳥取西道路
平成25年12月14日

L=1.8km開通

駟馳山バイパス
平成26年3月22日

L=7.7km開通

県道岩美インター線
平成26年3月22日

L=0.6km開通

(主)鳥取河原用瀬線
平成25年12月14日
平成26年3月18日

L=1.1km開通

項目 H２４年度選点時 H２７年度モニタリング

データ プローブデータ

集計期間 H23.8～H24.7 H26.4～H26.9

主要渋滞箇所 ２５箇所 (選定基準該当：１６箇所、パブコメ箇所：９箇所)

選定基準 ①,②,③の条件を全て満たす。 又は、④に該当。
①昼間12時間の全方向の旅行速度20km/h以下の時間の総計が8時間
以上（支線数×2（1支線あたり平均2時間の速度低下）時間以上）
②道路管理者による実感との整合(渋滞の発生状況)
③現地確認による補足調査
④地域又は道路利用者の意見を反映(パヴリックコメント箇所)

主要渋滞
箇所数

選定基準
非該当
箇所数

箇所名
(●は直轄管理) 市町村 支線数

選定基準
(時間数)

旅行速度低下時間数

Ｈ24年度
選点時

Ｈ27年度
モニタリング

25箇所 1箇所 ●国体道路 鳥取市 4 8 13 7

渋滞状況のモニタリング（東部地区）渋滞状況のモニタリング（東部地区）

○国体道路交差点

①モニタリング結果①モニタリング結果

５
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■国体道路交差点における方向別旅行速度データの変化

・国体道路交差点改良事業は、鳥取市徳尾地内の国道29号国体道路交差点における渋滞緩和と交通事故の軽減を目的とした、交差点改
良事業（事故ゼロプラン対策）。国道29号下り線の左折レーンの整備(増設)が平成24年5月に完了。

・方向③においては、朝ピーク時の速度向上が見られるが、夕ピーク時においては、全方向とも大きな変化はない。
・交差点全体としては渋滞状況の改善が見られるが、基準となる20km前後の旅行速度が多いことから今期は経過観察とし、次年度データの
結果をもって、特定解除の判断を行いたい。

方向②(（主）鳥取鹿野倉吉線下り)

方向③(国道29号下り)

方向④(（主）鳥取鹿野倉吉線上り)

方向①(国道29号上り)

渋滞状況のモニタリング(東部地区）渋滞状況のモニタリング(東部地区） ②国道29号国体道路交差点 詳細②国道29号国体道路交差点 詳細

∴20km/h以下時間数 H24選定時：13h ⇒ 最新データ：７ｈ

朝ピーク時の
速度が向上

H26.4－H26.9
H23.8－H24.7

凡 例

６



渋滞状況のモニタリング（中部地区）渋滞状況のモニタリング（中部地区）

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に
広がっており、複数路線に跨り複数
の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下
箇所が連続しており、複数の主要渋
滞箇所を含む区間

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜開通箇所＞

事業名・開通時期等

開通区間

◆主要渋滞箇所のモニタリング結果［中部地区］

NN

倉吉道路
平成25年6月8日
L=3.3km開通

主要渋滞
箇所数

選定基準
非該当
箇所数

箇所名
(●は直轄) 市町村 支線数

選定基準
(時間数)

旅行速度低下時間数

Ｈ24年度
選点時

Ｈ27年度
モニタリング

3箇所 0箇所 ― ― ― ― ― ―

・鳥取県中部の主要渋滞箇所３箇所に対するモニタリングの結果、渋滞状況に大きな変化はなかった。
・最新のデータを用いたモニタリングの結果、新たに選定基準に該当する交差点はなかった。
・今後もモニタリングを実施し、渋滞箇所の判断を行う。

項目 H２４年度選点時 H２７年度モニタリング

データ プローブデータ

集計期間 H23.8～H24.7 H26.4～H26.9

主要渋滞箇所 ３箇所 (選定基準該当：３箇所、パブコメ箇所：０箇所)

選定基準 ①,②,③の条件を全て満たす。 又は、④に該当。
①昼間12時間の全方向の旅行速度20km/h以下の時間の総計が8時間以
上（支線数×2（1支線あたり平均2時間の速度低下）時間以上）
②道路管理者による実感との整合(渋滞の発生状況)
③現地確認による補足調査
④地域又は道路利用者の意見を反映(パヴリックコメント箇所)

※支線数×2（1支線あたり平均2時間の速度低下）時間以上

①モニタリング結果①モニタリング結果

◆主要渋滞箇所データ［中部地区］

７



（2）米子エリア

島根県

・鳥取県西部の主要渋滞箇所17箇所に対するモニタリングの結果、渋滞状況に大きな変化はなかった。
・最新のデータを用いたモニタリングの結果、新たに選定基準に該当する交差点はなかった。
・今後もモニタリングを実施し、渋滞箇所の判断を行う。

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜開通箇所＞

事業名・開通時期等

開通区間

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に
広がっており、複数路線に跨り複数
の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下
箇所が連続しており、複数の主要渋
滞箇所を含む区間

◆主要渋滞箇所データ［西部地区］

◆主要渋滞箇所のモニタリング結果［西部地区］

NN

国道180号南部バイパス
平成26年3月15日

L=2.8km開通

山陰道
平成25年12月21日

L=8.6km開通

主要渋滞
箇所数

選定基準
非該当
箇所数

箇所名
(●は直轄) 市町村 支線数

選定基準
(時間数)

旅行速度低下時間数

Ｈ24年度
選点時

Ｈ27年度
モニタリング

17箇所 0箇所 ― ― ― ― ― ―

項目 H２４年度選点時 H２７年度モニタリング

データ プローブデータ

集計期間 H23.8～H24.7 H26.4～H26.9

主要渋滞箇所 １７箇所 (選定基準該当：１５箇所、パブコメ箇所：２箇所)

選定基準 ①,②,③の条件を全て満たす。 又は、④に該当。
①昼間12時間の全方向の旅行速度20km/h以下の時間の総計が8時
間以上（支線数×2（1支線あたり平均2時間の速度低下）時間以上）
②道路管理者による実感との整合(渋滞の発生状況)
③現地確認による補足調査
④地域又は道路利用者の意見を反映(パヴリックコメント箇所)

※支線数×2（1支線あたり平均2時間の速度低下）時間以上

渋滞状況のモニタリング（西部地区）渋滞状況のモニタリング（西部地区） ①モニタリング結果①モニタリング結果

８



3.整備効果の検証（平成２５年度完成箇所）

９
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１０

鳥取西IC

位置図

NN

鳥取市

NN

鳥取IC

鳥取西IC 鳥取IC入口交差点

下り

至 鳥取IC

至 鳥取南IC

上り

開通前

開通後

・鳥取西道路は、山陰地方における広域幹線道路網の一部を形成する路線であり、国道９号の交通混雑の緩和、交通安全の確保等を目的
とした鳥取県鳥取市本高から鳥取市青谷町青谷に至る延長９．３ｋｍの自動車専用道路。

・平成25年12月に鳥取市本高（鳥取ＩＣ）～鳥取市嶋（鳥取西ＩＣ）間 延長１．８ｋｍが暫定２車線で開通。
・鳥取西ＩＣの開通により、鳥取ＩＣに集中していた鳥取道利用交通の分散が図られ、鳥取ICを起点として発生していた鳥取道の渋滞が解消。

国道9号 鳥取西道路(鳥取IC～鳥取西IC) ①交通の分散状況国道9号 鳥取西道路(鳥取IC～鳥取西IC) ①交通の分散状況

交通の分散状況

最大渋滞長1,800ｍ (朝ピーク時 H25.4.15(月))

渋滞は見られません (朝ピーク時 H25.12.24(火))

◆平日及び休日における鳥取道（下り方面）のIC
利用状況

開通前交通量：「鳥取南IC～鳥取IC間（下り）」交通量（左図①）
開通後交通量：鳥取IC（鳥取道下り）交通量（左図②）

鳥取IC

鳥取西IC

鳥取IC

鳥取ＩＣ付近の交通状況

下り

至 鳥取IC

至 鳥取南IC

上り

平日・休日ともに約4割の
交通が鳥取西ICを利用

鳥取西道路
（事業中）

開通区間

29

53

鳥取市

鳥取砂丘 凡例
主要渋滞箇所
区間
エリア

鳥
取
道

開通前
開通後 開通前

開通後

平日 休日

至 姫路

凡例
開通区間
国道29号主要渋滞箇所

鳥取砂丘

鳥取砂丘
コナン空港

国体道路交差点

（平日）開通前：H25.11. 7(木)、開通後：H25.12.18(水)

（休日）開通前：H25.11.17(日)、開通後：H25.12.22(日)

鳥取IC

鳥取西IC

鳥取IC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

午

前

0

時

午

前

7

時

午

前

8

時

午

前

11

時

午

後

5

時

午

後

11

時

(台/h)

◆平日における鳥取IC（下り方面）時間帯別交通量

交通の分散により朝ピー
クの交通量が4割減少

最大交通量
午前7～8時：790台/時

最大交通量
午前7～8時：510台/時

(時台)

：開通前（H24.12.17(月)）
：開通後（H25.12.18(水)）

①

③

②

①

②

③

①

②

③
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国道9号 鳥取西道路(鳥取IC～鳥取西IC） ②プローブデータによる検証国道9号 鳥取西道路(鳥取IC～鳥取西IC） ②プローブデータによる検証

・鳥取西道路（鳥取IC～鳥取西IC間）の開通により、鳥取道（下り）本線での渋滞は解消したが、鳥取ＩＣ（下り）のプローブデータに着目し、旅
行速度の変化を検証する。なお、鳥取ＩＣ入口交差点は主要渋滞箇所では無い。

・鳥取ＩＣ（下り）からの交通（方向③）は、朝７時台の旅行速度が開通後、大きく向上している。
・国道29号では、方向②（市内向き）が朝ピーク時、方向③（郊外向き）は夕ピーク時に速度が向上しており、交差点全体の旅行速度が向上。

方向①

方向②

方向③

資料/プローブデータ 開通前：H25.4～H25.9 平日平均
開通後：H26.4～H26.9 平日平均

鳥取ＩＣ（下り）
（国道29号）

1 ⇒ 0

国道29号（下り）
1 ⇒ 0

国道29号（上り）
0 ⇒ 0

１１

・速度低下（20km/h以下）が生じていた方向②・③の朝７時台において、10km/h程度、速度が向上している。
・方向①においては、夕方の旅行速度が9～14km/h程度、向上している。
・交差点全体として旅行速度の向上が見られる。

位置図

鳥取IC入口交差点

旅行速度低下区間数

旅行速度の変化（平日）

方向②（国道29号下り） 方向③（鳥取ＩＣ（下り））方向①（国道29号上り）

空撮写真

NN

鳥取IC

鳥取IC入口交差点

鳥取IC

鳥取西IC
JR鳥取駅

鳥取市役所

29

53

出典：国土地理院ＨＰ（電子国土Ｗｅｂ） （Ｈ２７年３月鳥取県撮影）

29

鳥取西IC

凡例
昼間１２時間での２０ｋｍ／ｈ以下時間数
開通前（H25年上半期） ⇒ 開通後（H26年下半期）

国体道路交差点

29

至 郡家

至 国道９号

至 郡家

至 国道９号

方向③

朝ピーク時の
速度が向上

朝ピーク時の速度が向上

夕ピーク時の
速度が向上

至 鳥取道
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位置図（金屋交差点）

出典：国土地理院ＨＰ（電子国土Ｗｅｂ）

山陰道（赤碕中山IC～名和IC）山陰道（赤碕中山IC～名和IC）
あかさき な わなかやま

12

御来屋交差点

金屋交差点

山陰道（赤碕中山IC～名和IC）
H25.12.21開通

９

９

至

鳥
取

中山IC
～

名和IC

赤碕
中山IC
～

中山IC

開通前
H24.5.3

開通後
H26.5.3

開通前
H24.5.3

開通後
H26.5.3

29,300

27,900

＋6,700

＋5,800

NN

名和IC

出典：国土地理院ＨＰ（電子国土Ｗｅｂ）

至

米
子

赤碕中山
IC

位置図（御来屋交差点）

国道9号（下り）
※1 ⇒ 0

中山IC

国道9号（上り）
※0 ⇒ 0

旧奈和西坪線（下り）
※5 ⇒ 0

※昼間12時間での
20km/h以下時間数

出典：国土地理院ＨＰ（電子国土Ｗｅｂ）

国道9号（上り・鳥取方面）

国道9号（下り・米子方面）

(一)旧奈和西坪線（下り）
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(一)赤碕中山インター線（下り）

国道9号及び山陰道における開通前後の交通量比較

至

鳥
取

至

米
子

資料/民間プローブデータ 開通前：H25.5.3～H25.5.6 平日平均
開通後：H26.5.3～H26.5.6 平日平均

NN NN

国道9号（下り）
※1 ⇒ 0

国道9号（上り）
※1 ⇒ 0

赤碕中山インター線（下り）
※ 2⇒ 0

至

鳥
取

至

米
子

※昼間12時間での
20km/h以下時間数

山陰道
国道９号（現道）

開通後は国道9号（現道）の交通量が大幅に減少
→山陰道に交通が転換

御来屋 金屋

・山陰道（赤碕中山IC～名和IC間）が開通し、国道９号（現道）等の渋滞（速度低下）が解消・緩和している。
→赤碕中山ICや名和ICの現道取り付け部では、金屋交差点や御来屋交差点の流入または流出方向で「30km/h以上」に改善。

・国道９号の交通のうち約8割が山陰道に転換し、現道側の交通負荷が軽減されたことによるものと考えられる。
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小鴨橋西交差点の旅行速度低下時間数(平日)

資料/民間プローブデータ
○開通前：H23.8～H24.7 平日平均
○開通後：H26.4～H26.9 平日平均

倉吉道路

Ｈ２５年６月
３.３km開通

※昼間12時間での
20km/h以下時間数

倉吉赤碕中山線（上り）
※ 0 ⇒ 0

国道313号（下り）
※ 10 ⇒ 12

国道313号（上り）
※ 11 ⇒ 0

小鴨橋西交差点の旅行速度の変化(平日)

全体的に走行速度が向上傾向

資料/民間プローブデータ 整備前：H23.8～H24.7 平日平均
整備後：H26.4～H26.9 平日平均

国道３１３号（上り・関金方面） 国道３１３号（下り・北栄方面）

倉吉市

北条倉吉
道路

北栄町

至 関金

至 北栄町
NN

倉吉ＩＣ

倉吉西ＩＣ

至 関金

住吉町

至 倉吉市内

小鴨橋西

全体的に走行速度が低下傾向

小鴨橋西交差点の旅行速度の変化(平日)

(主)倉吉赤碕中山線（上り）

小鴨橋西

H23.8～H24.7
H26.4～H26.9

・国道３１３号倉吉道路は、倉吉市内の渋滞緩和、工業団地へのアクセス改善並びに鳥取県と岡山県の連携強化等を目的とした地域高規格
道路。倉吉ＩＣから倉吉西ＩＣ間 3.3kmが平成25年6月に開通。

・主要渋滞箇所の小鴨橋西交差点では、国道３１３号（上り・関金方面）及び（主)倉吉赤碕中山線（上り）の旅行速度が、全時間帯において向
上した。逆に、国道313号（下り・北栄方面）では、ほぼ全時間帯において旅行速度が低下した。

・交差点全体としては、速度低下時間数の合計は減少（21時間→12時間）しており、改善が見られる。

１３

国道313号 倉吉道路（倉吉IC～倉吉西IC）国道313号 倉吉道路（倉吉IC～倉吉西IC）
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4.ソフト施策の検証



4.ソフト施策の検証
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観光地の渋滞対策 鳥取砂丘周辺における渋滞対策の取り組み観光地の渋滞対策 鳥取砂丘周辺における渋滞対策の取り組み

Ｈ２７ＧＷ
対策内容＆効果

■渋滞対策の推進体制

鳥取砂丘

位置図

鳥取砂丘周辺の渋滞状況
（Ｈ２７.５.５）

Ｈ２１ＧＷ
最大渋滞長 約６km

・平成１７年９月に鳥取市周辺渋
滞対策検討協議会を組織
⇒国土交通省、鳥取県、

鳥取市、鳥取県警で構成

鳥取IC

河原IC

写真

砂丘周辺で渋滞が発
生しており、国道29号
と9号の渋滞を緩和さ
せるため河原ICでの
下車を表示し、迂回路
への誘導を実施。

道路情報板(鳥取道)

県外からの

観光交通が

増大

迂回ルート

(砂丘へ向かう交通を臨時駐

車場へ案内。市民生活への

影響を考慮し、市中心部を

避けたルートを設定し、車

両の分散化を図る）

(県)河原インター線
（H24開通）

混 雑
市中心部

＜凡例＞

臨時駐車場(無料)

Ｈ２７ＧＷ
最大渋滞長 約２km

シャトルバス(有料)

至 松江

2929

鳥取西IC

迂回路情報リーフレット（道の駅、観光施設等で配布）

至 京都

至 姫路

市営駐車場(有料)

NNNN

JR鳥取駅

最大渋滞長：H21GWの5月4日及びH27GWの5月5日の計測結果

写真撮影：平成27年5月5日（火）

■ＧＷ期
鳥取砂丘周辺入り込み客の変化

観光客は減少傾向

至 国道９号

至 砂丘

H25.3鳥取道全線開通

①臨時駐車場の増設（Ｈ１９～）
②シャトルバス運行（臨時駐車場発着：Ｈ１９～、鳥取駅発着：Ｈ２１～）※Ｈ２７より有料
③迂回路情報リーフレット配布（Ｈ１９～）、道路情報板による迂回誘導(Ｈ２２～）
④リアルタイム情報発信（駐車場満空情報・砂丘周辺渋滞状況提供サイト）（Ｈ２２～）

■渋滞対策

4/25～5/6
（１２日間計）

4/26～5/6
（１１日間計）

4/27～5/6
（１０日間計）

4/28～5/6
（９日間計）

・鳥取砂丘は、年間約200万人以上の観光客が訪れる県内有数の観光スポットだが、近年減少傾向にある。
・ＧＷ及び夏季の繁忙期には、砂丘周辺の道路で観光客らの自動車により渋滞が発生していた。
・臨時駐車場の増設、シャトルバスの運行、迂回路情報リーフレット配布、情報板による迂回誘導などの渋滞対策により、砂丘入口から国道９
号(松江方面)の渋滞が４km（６km⇒２km）に減少した。
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5.ハード施策の取り組みについて
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免許センター

項目 内容

箇所名
免許センター

交差点

交差路線
国道29号線

県道伏野覚寺線

渋滞対策の分類 ボトルネック対策

•国道29号は鳥取市内を南北に走る主要
幹線道路であり、特に免許センター交
差点付近は市内有数の交通量。

•国道9号に並行する県道伏野覚寺線は、
沿道に商業施設等が集積しており、自
動車交通量が多い路線。

•国道29号と県道伏野覚寺線が交差する
免許センター交差点では、県道に右折
レーン等が未整備であり、慢性的な速
度低下が発生。

•県道伏野覚寺線に国道29号への右折
レーンが未整備。

•交通量が多い区間であるが、道路幅が
狭く、交通容量が不足。

•沿道店舗から県道への出入り交通が多
く、旅行速度が低下。

•右折車線等設置（交差点改良）

1. 渋滞の状況

2. 渋滞の要因

3. 渋滞対策

■対象主要渋滞箇所

渋滞対策

・整備内容：右折車線設置（W=2.75m）

・整備期間：平成22～31年度(予定)

・整備主体：鳥取県

[一般国道30号 児島・玉野拡幅]
[一般国道180号 岡山環状南道路]

[市道藤田浦安南町線]ボトルネック対策①ボトルネック対策① ［県道伏野覚寺線 免許センター交差点改良］［県道伏野覚寺線 免許センター交差点改良］

鳥取西IC

ふしの かくじ

県道伏野覚寺線 渋滞状況（休日・昼）

NN

位置図位置図

※対象主要渋滞箇所：この事業によって改善効果が
期待できる主要渋滞箇所

計画延長Ｌ＝360m 道路幅員W=6.0（14.0～16.0）m

至 湖山

日産プリンス

鳥
取
銀
行

至 国道９号

至 鳥取ＩＣ

至 八千代橋

トヨタ
カローラ

右折車線長L=90m

右折車線長L=65m 右折車線長L=55m

計画平面図計画平面図

標準断面図標準断面図 付加車線部

新 設

日産プリンス

現況写真①現況写真①

現道
（伏野覚寺線）

拡幅部分
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A’

A

←至 県庁

至 八頭→

産業道路

項目 内容

箇所名 産業道路交差点

交差路線
(主)秋里吉方線

県道若葉台東町線

渋滞対策の分類 ボトルネック対策

•当交差点は県道若葉台東町線の渋滞ポ
イント連続区間の南側に位置する。

•国府町、八頭町方面への主要地方道が
交差しており、朝夕の通勤時間帯を中
心に渋滞が発生。

•県道若葉台東町線上り車線（片側２車
線）に右折レーンが設置されていない
ことから、右側車線が実質的に右折
レーンになっており、片側２車線が有
効に活用されていない状況。

•右左折レーンが未設置の交差点であり、
県庁方面から秋里方面への右折車両が
常に多く、夕方には国府町方面へ帰宅
する車両も増加するため、右左折車両
により渋滞が発生する。

•右左折車線設置（交差点改良）

1. 渋滞の状況

2. 渋滞の要因

3. 渋滞対策

■対象主要渋滞箇所

渋滞対策

・整備内容：右左車線設置

（右折W=2.50m、左折W=2.75m）

・整備期間：平成27～30年度(予定)

・整備主体：鳥取県

[一般国道30号 児島・玉野拡幅]
[一般国道180号 岡山環状南道路]

[市道藤田浦安南町線]ボトルネック対策②ボトルネック対策② ［(主)秋里吉方線 産業道路交差点改良］［(主)秋里吉方線 産業道路交差点改良］

鳥取西IC

産業道路交差点の状況（八頭方面）

NN

位置図位置図

※対象主要渋滞箇所：この事業によって改善効果が
期待できる主要渋滞箇所

計画平面図計画平面図

標準断面図標準断面図

現況写真①現況写真①

右折レーン
（新設）

左折レーン
（新設）

AA’

（県）若葉台東町線

（県）若葉台
東町線

あきさと よしかた

（下 り）

（上 り）

わかばだい ひがしまち
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